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市政だより 「一人口の動き

5月1日現在 前月比

人口 57.040 +236 
男 27.430 +104 
女 29.610 十132

世帯数 14.955 + 94 
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大 体 育 室

待ちに待った
司 μ、肉ーー‘・'"勾・w、-、州・M、例・ν、........-..‘ー.... ・ー....... “ ...... “・-

市民体育館
4・..... ー-‘州.砂~“~・・・‘・-‘州・'"'"・‘~“‘.-匂‘・‘州.内川・v、.. 

6月10日落成

小体育 室 更衣室内のツャワー、便所

?を:液体誇の壌として
市民待望の体育館は市制30周年記念事業として、中

央公民館(久原郷)横に建設中で したが、このほど完

成し 6月10日落成式を挙行し、 全日本一般男子バレー

ボールの招待試合をひろうします。

総工費1億 5千2百万円、延面積3千 2百8平方メ

ー トJレ、鉄筋コンクリ ート造り2階建て、一部鉄骨造

りです。

乙の体育館には大体育室、小体育室、 トレーニング

室、管理棟などがあり、体育室ではバスケットボール

バレーボーJレ、バドミントン、ハンドボール、テニス

体操、卓球、剣道、柔道などができます。

また、 トレーニング室では、体力測定や体力田復な

ど体力づく りに利用できます。

幼児から老人までお互いの生涯体育の場と して健康

で明るい豊かな市民生活向上に大きな役割を果たすこ

とで しょう。
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(2) 

じみん;全文字毒事故主ョ

市政だより

しょう-・・なく -・・しま

交
通
事
故
の
防
止

そ
れ
は
、
一
人
一
人
が

注
意
し
あ
う
こ
と
で
す

行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
と
も
に
、
自

動
車
や
人
の
往
来
が
は
げ
し
く
な

り、

最
近
特
に
、
歩
行
者
の
死
亡

.
重
傷
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
四
月
か
ら
五
月
十

五
日
ま
で
の
わ
ず
か
四
十
五
日
間

で
、
深
夜
に
六
件
の
死
亡
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。

乙
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、
歩

行
者
が
深
夜
に
道
路
を
う
ろ
っ
き

車
か
ら
は
ね
ら
れ
た
悲
惨
な
死
亡

事
故
ば
か
り
で
す
。

な
か
で
も
、
四
月
二
十
七
日
早

朝
に
松
原
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
前
餅

の
浜
の
国
道
で
お
き
た
、
ひ
き
逃

げ
死
亡
事
故
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
に
犯
人
す
ら
判
っ
て
い
ま
せ
ん

(
こ
の
事
担
に
つ
い
て
は
、
警
察

署
で
は
、
目
撃
者
や
参
考
情
報
提

供
に
市
民
の
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
)

乙
れ
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
私
た
ち
の

家
庭
や
町
内
か
ら
事
故
を
出
さ
な

い
た
め
に
も
、
つ
ぎ
の

乙
と
を
お

互
い
一
人
一
人
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

会
夜
お
そ
く
ま
で
飲
酒
し
て
、
道

路
を
う
ろ
つ
く
の
は
や
め
ま
し

ょ，っ。

会
深
夜
の
道
路
横
断
は
特
に
危
険

で
す
。

左
右
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
確
認
し
て

か
ら
わ
た
り
ま
し
ょ
う
。

会
深
夜
通
行
す
る
人
、
飲
酒
帰
宅

す
る
人
は
、
お
互
い
に
注
意
し

あ
い
、
歩
行
者
、
事
故
の
未
然

防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

J

A
V
子
ど
も
の
登
校
、
下
校
に
つ
い

て
は
、

定
め
ら
れ
た
通
学
通
園

路
を
き
め
ら
れ
た
時
聞
に
通
る

よ
う
に
家
庭
で
し
つ
け
ま
し
ょ

・っ
。

会
飲
酒
運
転
や
無
免
許
、
過
労
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

国

民

年

金

の

未

納

保

険

料

は

国.L.

ノ、

月

末

日

ま

で

に

国
民
年
金
(
老
齢
年
金
)
を
も
い
か
た
は
期
日
(
六
月
末
日
)
ま

ら
う
た
め
に
は
、

保
険
料
を
年
齢
で
未
納
分
の
保
険
料
を
納
入
し
て

に
応
じ
て
別
表
(
例
)
の
と
お
り
年
金
給
付
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い

納
付
年
数
を
満
た
し
て
い
な
け
れ

な
お
、
七
月
以
降
か
ら
は
四
十

ば
な
り

ま

せ

ん

。

四

年

度
以
前
の
未
納
保
険
料
は
納

も
し
納
付
年
数
に
達
し
て
い
な
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(
例
)
老
齢
年
金
受
給
に
必
要
な
納
付
年
数

和年月昭4 5 2 
泊に生詩大正大正草先

人生れたにま大年正1月410大年月正4 9 2 人生れたKま大年正4 月5 l 
年

月

えなええなえ え である

い い 人る

:言 tl i lt|;: 

※
保
険
料
免
除
期
間
は
納
付
年
数
に
は
い
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
受
付
中

国
民
年
金
保
険
料
を
納
入
す
る

こ
と
が
困
難
な
か
た
で
、
保
険
料

の
免
除
を
希
望
す
る
か
た
は
、
毎

年
免
除
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

四
十
七
年
度
分
の
免
除
申
請
受

付
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

受
付
期
間

六
月
十
五
日

l
六
月

三
十
日

受
付
場
所

市
保
険
年
金
課
ま
た

は
も
よ
り
の
出
張
所

持
参
す
る
も
の
印
鑑
と
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
(
受
診
証
)

た
だ
し
今
年
度
か
ら
新
た
に
免

除
申
請
を
希
望
す
る
か
た
は
年
金

手
帳
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
免
除
申
請
の
手
続
き
を
し

な
い
で
保
険
料
を
納
め
ず
に
お
く

と
将
来
不
慮
の
事
故
が
あ
っ
た
り

ま
た
老
齢
に
達
し
た
場
合
年
金
の

支
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す。

ー原
子・主主被爆

五.票:三爆特
+・ち.在者別
主手保
定. 当 健

原
爆
特
別
被
爆
者
の
健
康
管
理

手
当
の
範
囲
が
次
の
と
お
り
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

一

支
給
対
象
年
齢
が
六
十
歳
か

ら
五
十
五
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。

二

昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十
一

自
に
お
い
て
五
十
五
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
者
。

交通事故グ 毎日痛ましい交通事故が くりか i
えされ、平和な家庭の幸福が失われています。:

家庭ぐるみでご加入を I 

防砂市民交通傷害保険制‘ ! 
〔申込受付〕 …・・・大村市民であればどなたで ! 
も加入できます。市社会課、または各出張所へ、 ! 

， お$L会ご<t!.¥dど0 1*開*4( 1 土2需~~~~:...-'

原
爆
管
理
手
当

の
申
請
を

毎
年
五
月
に
手
当
受
給
者
の
か

た
(
五
月
に
継
続
申
請
を
さ
れ
た

か
た
を
除
く
)
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
な
お
く
わ
し
く
は
市
社
会
課
へ
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不

燃

物

の

収

集

開

始

6
月
1
日
か
ら

り

各
町
内
単
位
に
、
不
燃
物
を
、

下
記
の
日
程
に
よ
り
巡
回
収
集
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
乙
と
に

ど
協
力
く
だ
さ
い
。

回
集
積
場
所
の
環
境
保
持
の
た
め

各
戸
か
ら
持
ち
出
す
日
時
を
収

集
日
の
前
日
午
後
か
ら
当
日
午

前
九
時
ご
ろ
ま
で
と
し
ま
す
。

回
集
積
場
所
に
持
ち
出
す
も
の
は

一
般
家
庭
か
ら
で
る
不
燃
物

(

缶
類
、
ビ
ン
類
、
ガ
ラ
ス
類
、

家
具
、
電
気
製
品
、
せ
ん
で
い

し
た
植
物
、
雑
草
、
そ
の
他
不

用
に
な
っ
た
家
庭
用
品
な
ど
)

で、

燃
え
る
ご
み
、
ま
た
は
事

業
活
動
か
ら
出
る
ご
み
は
出
さ

れ
ま
せ
ん
。

回
集
積
場
所
が
乱
雑
に
な
ら
な
い

ょ
う
、
不
用
の
袋
、
紙
箱
な
ど

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

因
不
燃
物
は
各
家
庭
で
一
カ
月
分

ま
と
め
、
収
集
自
に
持
ち
出
し

て
く
だ
さ
い
。

回
再
生
利
用
の
で
き
る
も
の
は
不

用
品
回
収
業
な
ど
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

お おむ市政だより(3) 

表画計割日集収物燃不

名町収集日

内区各町地浦月曜日第 1

内町区各地鈴田H 火 H

東浦、前舟津、外浦小路、下久原、上久原、久原官舎11 71< 11 

後木場、向木場、岩舟、日向平、本小路、上小路、 須田ノ 木、久原団地H 木 H

片町第1、片町第2、本町第1、本町第2H 金 H

西本町第1、西本町第2、東本町、三域第1、三域第2、水主町、武部、田ノ平、小佐古H 土 H

柴田、大佐古、水田一区、向陽町、荒平、水計月 曜 日l

H 火 11 I 

第 2

赤佐古、 徳泉川内、 岩舟住宅、 旭町団地、池ノ 坊、草場、駅前アパート、 大多武

坂口、 池田、上諏訪、下諏訪、池田9区、 池田10区、池田11区71< 11 ノノ

N

一
'
一

諏訪1区、東諏訪、中諏訪、諏訪7区、諏訪8区木

乾馬場、古町、古町住宅、古町5区、古町6区H 金 J

中央町、乾馬場住宅、水田、水田2区、杭出津3区、 杭出津4区、上・下杭出津、辻田H 土 H

新城、西本町、 協和町、 松山、昭和通、松並第1、松並第2、月 曜 日第 3

桜馬場第1、桜馬場第2、植松、 古賀島、小路口第3住宅、植松住宅、 池田アパート、雄カ原P 火 H

富ノ原北、富ノ原南、堺、原口住宅、原口、 大川田11 7}く H

竹松本町、竹松住宅、小路口住宅、上小路口、下小路口H 木 H

鬼橋、竹松町、宮小路上、宮小路中、 宮小路下、九電千寄町、黒丸が金

沖田、寿古、皆同、今富、野田、 立福寺

一

口
M

，F

-

''
-一

曜

土
一
月

，，

一

'
'
一

弥勤寺、 矢上、 草場、重井田第 4

黒木、北川内、 南川内、久良原、中岳H 火 H

田下、宮代、原、荒瀬H 水 H

橋本、宮本、南松本、北松本木 Hノ/

浦1区、浦2区、山下、 梶ノ尾、梶ノ尾団地

H 土 H 久津、寺本、北古場、今山、 東光寺、野岳北、野岳南、野田、平原、武留路

H 金 H
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お

し

|せi

り

注
射
と
検
診

圃
老
人
の
健
康
相
談
開
設

市政だより

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
さ
く
ら

荘
〉
で
六
十
歳
以
上
の
健
康
相
談

を
開
始
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

六
月
か
ら
毎
月
第
一

、
第

三
の
金
曜
日

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

受
付
場
所
「
さ
く
ら
荘
」
事
務
室

※
健
康
相
談
日
に
は
市
立
病
院
の

医
師
が
担
当
し
ま
す
。

圃
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
と

B
・C
-
G
の

予

接

種防

該
当
者

生
後
六
カ
月
以
上
三
十

歳
未
満
の
者
(
た
だ
し
、
学
校

事
業
所
な
ど
で
実
施
し
た
者
お

よ
び
結
核
患
者
を
除
く
)

料

金

無

料

当
日
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

圃
妊
婦
お
よ
び

乳
幼
児
検
診

|茎堕旦!l.1 実施場所 | 実施時間

6月 2 日副| 萱瀬出張所 |川9:3叩0~1口1:刈00

(直岬盟旦|一[ mm附……:3羽ト川3叩ト川0卜0~1叶15:
6月9日|竹松出張所 11511ごiiJ11
6月14日|三浦診療所 I9: 30~11 : 00 
1τ二二i福重第11分固い .nn_.1 t:・州

I~I… l~~;;~~~~ ; ~山u6月 2幻1 日則| 松原出張所 lげ9:3叩0~1日1:0州0町i 

募

集

ツベルクリン反応検査と

B.C.G予防接種目程表

実施場所 ツ反検査I~量一・ C一・種G 

市民 会 館 6月13日 6月15日

鈴田出張所 (火) i (木)

諏訪 公民館
6月14日|6月16日

松原出張所 〈水) I (金)

竹松本町公民館 6月20日16月22日

福 重出張所 (火~I~木)

市役所 6月21日 6月23日

三浦 診療 所 (水~I~金〉

市 立 病 院 6月27日 6月29日

萱瀬 出張所 (火)
， 

(木)

。
量
訪

岡副の

島
ユ
キ

ん
は

さ

I 

φ 
老
人

祉
福

金

セ

，封

母

ン
タ

ん

忌
明

由

け
6

タ
ツ
さ

ζ 

、

夫

男

ん
白
忌
明

O 

器

今

正
夫

さ

け

棚
白

ん

亡

}回

4

さ

ζ 

ま

富
境

子

町

堤
鈴

の

亡

φ 

育

金

ん
は

市
民
体

館

，封

さ

、

@ 

蝿

桂

小
学

，金

封

夫

雄

亡

士

ん

明

さ

の
忌

け

;ロ

、

ζ 

a
‘ 

4・

ざ

い

ま

た

し

寄

付
カ」
あ

と

う

り

1 

4

‘ 

d 
h 

圃
市
職
員
を
募
集

※時聞はいずれも午後 2時----3時

職
種

看
護
助
手
(
市
立
病
院
)

受
験
資
格

の
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学
校
教

育
法
に
よ
る
新
制
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

②
昭
和
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
女
子

③
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

試
験
内
容

教
養
試
験

面
接
試
験

身
体

検
査

申
込
期
限
六
月
十
七
日
ま
で

※
く
わ
し
く
は
人
事
課
へ

圃
一キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー

募

集

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
村

県
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度

か
ら
野
岳
キ
ャ
ン
プ
場
に
設
置
さ

れ
る
「
青
少
年
教
育
キ
ャ
ン
プ
村
」

の
リ
ー
ダ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

人

数

五

名

対

象

市

内

お
よ
び
近
郊
町
村
の

大
学
生
(
一
・
二
年
の
男
子
)

で
、
夏
休
み
中
キ
ャ
ン
プ
村
に

勤
務
で
き
る
者

期

間

七

月
二
十
一

日

t
九
月
十

ロμ

条

件

一

泊
二
日
(
八
時
間
勤
務
)

で
千
三
百
円
程
度

内
容

キ
ャ
ン
パ

l
の
生
活
指
導

物
品
の
保
管
、
整
理
、
そ
の
他

申

込

市

社
会
教
育
課

へ

そ

の

他

画
『
移
動
生
活
セ
ン
タ
ー
』

を

開

設

消
費
者
保
護
行
政
の一

環
と
し

て
、
県
・
市
共
催
の
移
動
生
活
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
六
月
五
日
(
月
〉

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

中
地
区
公
民
館
(
乾
馬
場

映
画
、
商
品
テ
ス
ト
実
演

指
導
相
談
な
ど

※
く
わ
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

場
所

圃
一六
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

内
容講

演

・
衣
料
公
害
に

つ
い
て

県
立
女
子
短
大

藤
木
寛
之
助
教
授

O
一
日
か
ら
十
日
ま
で

O
十
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で

O
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

O
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で
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